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本
年
が
み
な
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。村
民
の
皆
様
に
は
、輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、村
政
の
伸
展
に
多
大
な
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、本
村
に
と
っ
て
大
き
な
節
目

の
年
で
し
た
。孝
明
天
皇
の
内
勅
で
十

津
川
文
武
館(

現
十
津
川
高
等
学
校)

が

元
冶
元
年(

１
８
６
４
年)

に
創
立
さ
れ

て
か
ら
１
５
０
年
を
迎
え
、10
月
31
日

に
は
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、源
泉
か
け
流
し
宣
言
か
ら
10
年
、

紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道「
小
辺
路
・

大
峯
奥
駈
道
」が
世
界
遺
産
登
録
さ
れ

て
か
ら
10
年
が
経
過
し
、ダ
ブ
ル
の
10
周

年
と
な
っ
た
こ
と
で
、観
光
協
会
を
中
心

に
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
い
た
だ

き
ま
し
た
。観
光
客
数
の
増
加
を
目
指

し
て
村
民
の
皆
様
と
共
に
、今
年
も

オ
ー
ル
十
津
川
で
お
迎
え
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
23
年
の
紀
伊
半
島
大
水
害
か

ら
３
年
４
か
月
が
経
過
し
、復
旧
・
復

興
事
業
も
国
・
県
な
ど
の
ご
支
援
を
賜

り
、お
お
む
ね
順
調
に
進
捗
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
４
月
に
は
復
興
住
宅
13
棟
が

完
成
し
、仮
設
住
宅
な
ど
で
避
難
生
活

を
強
い
ら
れ
て
お
ら
れ
た
方
々
に
入
居

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

道
路
の
本
復
旧
も
林
道
の
一
部
を
除

い
て
ほ
ぼ
工
事
が
完
了
し
て
き
ま
し

た
。今
後
は
、中
期
復
興
計
画
期
間
と

し
て
土
砂
ダ
ム
の
早
期
対
策
工
事
の
完

成
や
河
川
に
堆
積
し
た
土
砂
対
策
、治

山
治
水
対
策
な
ど
安
全
・
安
心
な
村
づ

く
り
に
向
け
て
全
力
で
対
応
し
て
い
く

所
存
で
す
。

　

少
子
・
高
齢
化
、過
疎
化
の
中
、村
の

活
性
化
と
人
口
増
加
を
図
り
、未
来
あ

る
村
の
存
続
に
向
け
て
、歳
を
と
っ
て

も
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
福
祉
の
村
づ
く

り
や
林
業
の
６
次
産
業
化
な
ど
に
よ

る
雇
用
の
創
出
、子
育
て
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
、児
童
福
祉
・
学
校
教
育
の

充
実
、移
住
者
の
定
住
人
口
の
拡
大
が

必
要
不
可
欠
と
考
え
、各
種
の
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。国
が
推
進
す
る
地
域
創
生
の
実

現
に
向
け
て
、今
年
は「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
計
画
策
定

と
地
域
再
生
計
画
の
見
直
し
を
実
施

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、林
業
の
６
次
産
業
化
に
つ
い

て
は
、村
の
存
亡
を
か
け
た
最
重
要
施

策
で
、本
年
も
森
林
組
合
や
木
材
協
同

組
合
と
連
携
し
て
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

復
興
住
宅
も
２
０
２
０
年
の
省
エ

ネ
基
準
に
適
合
し
た
木
に
こ
だ
わ
っ
た

木
造
住
宅
で
す
。低
迷
し
て
い
る
林
業

界
で
す
が
、植
林
か
ら
保
育
・
伐
採
、製

材
、加
工
、住
宅
用
材
な
ど
の
販
売
、家

具
や
木
工
品
・
木
質
断
熱
材
の
生
産
販

売
な
ど
を
推
進
し
、少
し
で
も
山
元
に

お
金
を
戻
す
こ
と
が
出
来
る
仕
組
み

づ
く
り
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、定
住
人
口
を
増
や
す
た
め
に

は
、村
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
空
き

家
の
活
用
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
起
業
者
の
受
入
な
ど
に
も
積
極
的

に
対
応
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

災
害
か
ら
の
復
興
を
第
一
に
考
え
、

災
害
前
以
上
の
活
力
に
満
ち
た
村
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、本
年
も
村
民
の
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

今
年
は
、災
害
の
無
い
年
で
あ
る
こ

と
を
願
う
と
と
も
に
、皆
様
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
、心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、平
素
よ
り
村
議
会
に
対
し

温
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
協
力

を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

歳
月
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、紀

伊
半
島
大
水
害
か
ら
３
年
４
か
月
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
間
、村
民

の
皆
様
に
は
復
旧
復
興
事
業
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、ま
た
、関
係
各

機
関
か
ら
は
心
温
ま
る
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、復
旧
復
興
も
ほ
ぼ
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
こ
と
、心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
24
年
４
月
に
策
定
し
ま
し
た

「
十
津
川
村
復
興
計
画
」で
は
、平
成
26

年
度
か
ら
の
３
年
間
を
本
格
的
な
復

興
を
遂
げ
る
期
間（
中
期
再
生
段
階
）

と
位
置
づ
け
、道
路
や
水
道
な
ど
の
社

会
生
活
基
盤
の
復
興
を
目
指
し
て
い
ま

す
。し
か
し
な
が
ら
、道
路
や
水
道
施

設
の
一
部
で
は
、未
だ
復
旧
し
て
い
な
い

所
も
あ
り
ま
す
。遅
れ
て
い
る
所
は
一
日

も
早
く
復
旧
す
る
と
と
も
に
、大
水
害

前
よ
り
も
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

村
づ
く
り
に
向
け
、皆
で
力
を
合
わ
せ

て
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。今
後
と
も
村
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、昨
年
は
、日
本
人
が
世
界
的

に
活
躍
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。ス

ポ
ー
ツ
界
で
は
、ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
金
メ
ダ
ル
に

輝
い
た
羽
生
結
弦
選
手
や
ジ
ャ
ン
プ
競

技
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
葛
西
紀
明
選
手
、

メ
ジ
ャ
ー
野
球
に
挑
戦
し
好
成
績
を
あ

げ
た
田
中
将
大
選
手
、テ
ニ
ス
の
世
界

四
大
タ
イ
ト
ル
全
米
オ
ー
プ
ン
で
準
優

勝
の
錦
織
圭
選
手
な
ど
輝
か
し
い
成

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、日
本
人

初
の
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
船
長
を

務
め
た
宇
宙
飛
行
士
の
若
田
光
一
さ

ん
。最
近
で
は
、青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）発
明
者
の
赤
﨑
勇
さ
ん
、

天
野
浩
さ
ん
、中
村
修
二
さ
ん
が
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、

日
本
人
と
し
て
誇
り
に
思
え
る
出
来

事
が
多
い
１
年
で
し
た
。

　

一
方
国
内
で
は
、昨
今
の
異
常
気
象

が
原
因
と
思
え
る
広
島
市
北
部
で
発

生
し
た
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
や
徳

島
県
で
の
大
雪
な
ど
尊
い
生
命
を
奪
っ

た
災
害
に
加
え
、長
野
県
北
部
で
発
生

し
た
地
震
や
御
嶽
山
の
水
蒸
気
爆
発

に
よ
る
噴
火
で
多
く
の
死
傷
者
が
出
る

な
ど
の
事
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
災
害
は
、い
つ
、ど
こ
で
発
生

す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。想
定
さ
れ
る

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
も
そ
の
１
つ
で

す
。そ
の
た
め
に
も
、災
害
に
強
い
村
づ

く
り
に
努
め
る
こ
と
、万
が
一
災
害
に

あ
っ
て
も
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
対
策
な
ど
、行
政
に
対
し
て
提
言
し

て
い
く
よ
う
、議
会
と
し
て
の
責
任
を

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

４
月
に
は
統
一
地
方
選
挙
が
実
施

さ
れ
、本
議
会
も
新
し
い
体
制
で
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、多

く
の
課
題
を
抱
え
る
村
政
の
解
決
・
進

展
に
向
け
て
一
層
の
努
力
を
す
る
所
存

で
す
。

　

私
た
ち
議
員
は
、村
民
の
代
表
と
し

て
、村
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
添
う
よ

う
、果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
を
自
覚

し
、議
会
の
更
な
る
活
性
化
に
向
け
て

一
丸
と
な
っ
て
精
進
し
て
参
り
ま
す
。今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、今
年
も
平
穏
な
１
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
祈
念
す
る
と
と
も
に
、皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

十
津
川
村
議
会
議
長

松
　實
　豊
　隆

新
年
の
ご
挨
拶
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主
な
で
き
ご
と
と
共
に
、

村
の
動
き
を
振
り
返
り
ま
す

【
３
日
】 

村
成
人
式（
住
民
ホ
ー
ル
）・
新
成

人
34
人
・
記
念
講
演
に
パ
ー
ソ
ナ

ル
ト
レ
ー
ナ
ー
の
奥
村
幸
治
さ
ん

【
７
日
】 

村
消
防
出
初
式（
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
）・
２
１
７
人
参
加

【
12
日
】 

第
60
回
村
駅
伝
大
会（
上
野
地
発
・

重
里
着
）・
村
内
20
村
外
23
チ
ー
ム

参
加
・
西
川
Ａ
が
優
勝
・
招
待
チ
ー

ム
新
十
津
川
選
手
団
参
加

【
23
日
】 

村
と
日
本
郵
便（
株
）が
災
害
発

生
時
の
協
力
協
定
を
結
ぶ

【
26
日
】 
第
38
回
昴
の
郷
マ
ラ
ソ
ン
大
会

（
昴
の
郷
）・
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に

高
石
と
も
や
さ
ん

【
28
日
】 

村
議
会「
第
１
回
臨
時
会
」

【
２
日
】 

順
次
完
成
し
た
復
興
住
宅（
高

森
団
地
）で
入
居
始
ま
る

【
８
日
】 

５
大
字
の
地
域
住
民
を
対
象
と

し
た
図
上
の
避
難
所
運
営
演
習

を
実
施（
住
民
ホ
ー
ル
）

【
14
日
】 

第
25
回
青
年
北
海
道
研
修（
新
十

津
川
町
）６
人
参
加･

17
日
ま
で

【
３
日
】 

大
字
武
蔵
に
古
民
家
を
改
修
し
た

宿
泊
施
設「
大
森
の
郷
」が
完
成

【
８
日
】 

第
９
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅

伝
大
会（
馬
見
丘
陵
公
園
）・
村

の
部
３
位

【
５
日
】 

村
議
会「
第
１
回
定
例
会
」・
平

成
26
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

61
億
３
２
０
０
万
円（
前
年
度

比
１
億
８
９
０
０
万
円
増
）・
12

日
ま
で

【
25
日
】 

復
興
住
宅
が
す
べ
て
完
成（
高
森

団
地
９
戸
・
谷
瀬
団
地
４
戸
）

【
８
日
】 

村
議
会「
第
２
回
臨
時
会
」・
副

議
長
に
玉
置
公
三
氏

【
９
日
】 

村
政
主
要
事
業
説
明
会（
村
内

９
か
所
）・
23
日
ま
で

【
17
日
】 

大
字
平
谷
・
込
之
上
・
折
立
合
同

防
災
訓
練

【
１
日
】 
十
津
川
温
泉
郷
源
泉
か
け
流
し

温
泉
感
謝
祭
・
30
日
ま
で

【
９
日
】 

村
議
会「
第
２
回
定
例
会
」・
10
日
ま
で

【
30
日
】 

五
條
土
木
事
務
所
十
津
川
復
旧

復
興
課
が
役
場
庁
舎
か
ら
引
き

揚
げ

２
０
１
４
年 

村
の
で
き
ご
と

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月
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【
７
日
】 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
当
選
証

書
授
与

【
10
日
】 

村
議
会「
第
３
回
臨
時
会
」

【
22
日
】 

新
十
津
川
町
児
童（
34
人
）が
訪

問
研
修
で
来
村
・
24
日
ま
で

【
23
日
】 

村
議
会「
第
４
回
臨
時
会
」

【
４
日
】 

つ
り
橋
ま
つ
り
２
０
１
４（
谷
瀬

の
つ
り
橋
・
上
野
地
河
川
広
場
）

【
９
日
】 

第
63
回
十
津
川
剣
道
大
会（
体

育
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
17
日
】 

第
16
回
昴
の
郷
ふ
れ
あ
い
物
語

（
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
20
日
】 
水
害
慰
霊
祭（
21
世
紀
の
森
・
紀

伊
半
島
森
林
植
物
公
園
）

【
25
日
】 

広
島
豪
雨
災
害
義
援
金
箱
設

置
・
７
か
所
・
９
月
30
日
ま
で

【
31
日
】 

紀
伊
半
島
大
水
害
行
方
不
明
者

の
一
斉
捜
索（
大
字
野
尻
〜
七
色
）

【
８
日
】 

村
議
会「
第
３
回
定
例
会
」・
10
日
ま
で

【
15
日
】 

紀
伊
半
島
大
水
害
犠
牲
者
追
悼

イ
ベ
ン
ト（
昴
の
郷
多
目
的
広

場
）・
薬
師
寺
山
田
管
主
の
法
要

と
森
山
良
子
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト

【
17
日
】 

十
津
川
中
学
校
３
年
生
27
人
が

修
学
旅
行
で
新
十
津
川
町
を
訪

問
・
20
日
ま
で

【
28
日
】 

プ
ロ
野
球
の
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ

ン
イ
ー
グ
ル
ス
の
濱
矢
廣
大
投
手

（
七
色
出
身
）が
、西
武
戦
に
プ
ロ

初
登
板
、初
先
発
し
プ
ロ
初
勝
利

を
挙
げ
る

【
２
日
】 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
モ
デ
ル
運

行
開
始（
東
区
東
部
地
域
）

【
10
日
】 「
十
津
川
食
い
も
ん
市（
村
ホ
テ

ル
旅
館
組
合
主
催
）」（
昴
の
郷
多

目
的
広
場
）

【
11
日
】 

全
国
悪
キ
ャ
ラ
サ
ミ
ッ
ト 

in 

十

津
川（
昴
の
郷
多
目
的
広
場
）

【
12
日
】 

十
津
川
大
運
動
会
２
０
１
４

（
十
津
川
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

【
15
日
】 

村
議
会「
第
５
回
臨
時
会
」

【
31
日
】 

十
津
川
高
校
・
文
武
館
創
立
１
５

０
周
年
記
念
式
典（
十
津
川
高
校
）

【
２
日
】 

第
34
回
村
文
化
祭（
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
）・
３
日
ま
で

【
7
日
】 

村
議
会「
第
６
回
臨
時
会
」

【
23
日
】 

村
議
会
議
員
補
欠
選
挙

【
8
日
】 
村
議
会「
第
４
回
定
例
会
」・
９
日
ま
で

【
14
日
】 

衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高

裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

【
18
日
】 

村
と
大
阪
工
業
大
学
が
連
携
協

定
を
結
ぶ

８
月

７
月

９
月

10
月

11
月

12
月

果無集落（大字桑畑）

昴の郷ふれあい物語（昴の郷多目的広場）
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　11月29日、村の復興公営住宅の建設
事業が、都市住宅学会の「2014年都市
住宅学会業績賞」を受賞しました。
　村の伝統的な住宅様式や集落景観に
馴染む住宅配置、また、村産材や地元大
工さんなどの参加による地域循環型住宅
建設などが高く評価されました。

（
上
）両
陛
下
と
面
会
す
る
紀
伊
半
島

大
水
害
の
被
災
者
の
方
々

（
左
）海
づ
く
り
大
会
式
典
で
大
踊
り

を
披
露
す
る
武
蔵
踊
保
存
会
の
皆
さ
ん

谷瀬団地

高森団地

復興公営住宅が
　「都市住宅学会業績賞」に！

　

11
月
15
日
と
16
日
、奈
良
県
で
第

34
回「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

〜
や
ま
と
〜
」が
開
催
さ
れ
、天
皇
・

皇
后
両
陛
下
が
４
年
ぶ
り
に
ご
来

県
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
日
に
奈
良
県
入
り
さ
れ
た
両

陛
下
は
、県
立
万
葉
文
化
館
で
、紀

伊
半
島
大
水
害
で
被
災
し
た
十
津

川
村
、五
條
市
、野
迫
川
村
に
住
む

９
人
と
面
会
さ
れ
、「
大
変
で
し
た

ね
。
お
身
体
は
い
か
が
で
す
か
」な

ど
、一
人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

村
内
か
ら
は
、辻
村
啓
之
さ
ん

（
沼
田
原
）、市
原
光
留
さ
ん（
長

殿
）、乾
正
清
さ
ん（
桑
畑
）が
出
席
。

　

面
会
は
予
定
の
時
間
を
超
え
て

行
わ
れ
、最
後
に
陛
下
は「
今
度
の

経
験
を
生
か
し
、地
域
の
安
全
を
高

め
ら
れ
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
」

と
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

16
日
に
は
、天
皇
・
皇
后
両
陛
下

ご
臨
席
の
下
、大
淀
町
文
化
会
館
で

大
会
式
典
が
開
か
れ
、武
蔵
踊
保
存

会
が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
踊
り
を
披
露

し
、開
式
を
飾
り
ま
し
た
。

両
陛
下
ご
来
県

「
大
変
で
し
た
ね
」

  
紀
伊
半
島
大
水
害
の
被
災
者
と
面
会
。
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中学校剣道、団体で県の頂点に輝く！

東京で500人。天忠組に想い馳せ。

元気いっぱい、大迫力！
村に「阿波踊り」がやってきた！

国道168号[いのちの道]早期整備を！
　11月13日、東京都の文化服装学院で、十津川村を
含む４市町村（天忠組市町村連携協議会）が主催す
る「天忠組シンポジウム」が開かれました。
　講談師・旭堂南陽さんの「時代を追い越した若者た
ち」と題した講談や、春日大社権宮司・岡本彰夫さん
とフリーアナウンサー・中井美穂さんの「今なぜ天忠
組なのか」と題した対談が行われました。
　対談で岡本権宮司は、「他人の幸せのために命を
かけた若者たちがいたことを忘れてはいけない」と約
500人の参加者に話されました。

　国道168号の整備予算の確保を求め、11月、国道
168号の沿線11市町村でつくる「国道168号(五條・
新宮間)整備促進協議会」が、国や県に要望を行いま
した。
　国道168号は、国・県も重要な路線と位置づけて
工事が進められています。協議会は、事業化されて
いない十津川道路Ⅱ期(豆市～七色間)と天辻の新
トンネル建設についても要望を続けています。

　11月に行われた第60回奈良県中学校剣道新人
大会で、十津川中学校剣道部が男子団体戦で優勝を
果たしました。
　また、個人戦でも千葉輝斗さん(2年)が優勝、乾琳
太郎さん(2年)がベスト8の成績を収めました。

　12月６日、ホテル昴に「踊りをとおして復興の応援
を」と、奈良徳島県人会阿波踊り同好会「大仏連」（代
表・長尾弘さん）が来村されました。
　約40人による本場の阿波踊りに、集まった来場者
は「地元で阿波踊りを間近に体験することができ、復
興に向けて元気をいただきました」と話されました。

先鋒:玉置泰康さん(2年)、次鋒:大谷元貴さん(1年)
中堅:乾琳太郎さん(2年)、副将:田垣元頼さん(1年)
大将:千葉輝斗さん(2年)

天忠組シンポジウムに集まった500人の参加者

阿波踊り一色となったホテル昴のロビー

奈良県庁要望

国土交通省・深澤道路局長要望
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税
に
つ
い
て

玉
津
　
昂
人

　
人
口
三
千
人
の
山
間
地
、十
津
川

村
に
住
む
私
は
、夕
方
二
キ
ロ
の
マ
ラ

ソ
ン
コ
ー
ス
を
走
る
こ
と
が
日
課
で

す
。
道
行
く
人
に「
こ
ん
ば
ん
は
」と

挨
拶
を
し
た
り
、横
断
歩
道
で
立
ち
往

生
し
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
の
手
を
引

い
て
一
緒
に
渡
っ
た
り
し
ま
す
。
す
る

と「
あ
り
が
と
う
」と
お
ば
あ
さ
ん
、そ

れ
に
私
は「
ど
う
い
た
し
ま
し
て
」と

頭
を
下
げ
、ま
た
走
り
ま
す
。
納
税

者
で
あ
る
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
恩

恵
を
う
け
て
成
り
立
っ
て
い
る
私
の
毎

日
。
そ
う
思
う
こ
と
が
で
き
た
き
っ

か
け
は
少
し
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

　「
こ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
税
金
で
成

り
立
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」と
父
が
言
っ

た
。
私
の
通
っ
て
い
る
学
校
の
生
徒
は
、

ほ
と
ん
ど
が
そ
の
学
校
の
遠
く
に
住
ん

で
い
て
、そ
の
生
徒
は
皆
こ
の
村
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
で
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
、私
は
初
め
て
み
ん
な
が
納

め
た
税
金
で
私
た
ち
の
様
々
な
生
活

環
境
が
整
え
ら
れ
、学
校
教
育
も
受
け

ら
れ
る
の
だ
と
父
か
ら
教
わ
り
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
の
著
し
い
十
津
川

村
で
は
、生
活
に
不
安
を
抱
え
る
高
齢

者
も
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
通
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、口
で
表
せ
な
い
程
感
謝
の
気
持
ち

が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し

た
。
今
ま
で
は
そ
れ
に
気
づ
か

ず
当
た
り
前
の
よ
う
に
学
校
教
材
を

使
い
、地
域
の
行
事
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
が
、ど
れ
も
納
税
者
の
お
陰
だ
と

気
づ
き
ま
し
た
。
少
し
で
も
恩
返
し

が
で
き
る
よ
う
に
、い
つ
も
色
々
と
楽

に
生
活
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
分
、勉
強

や
部
活
動
な
ど
に
も
力
を
注
い
で
、い

つ
か
は
十
津
川
村
に
貢
献
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
、そ
の
思
い
は
い
つ
も
私

の
心
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　
私
は
初
め
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
私
た

ち
の
よ
う
な
学
生
し
か
乗
れ
な
い
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、用
事
で

色
々
な
所
に
行
く
高
齢
者
の
方
も
乗

れ
る
こ
と
を
知
っ
て
、税
金
が
よ
り
多

く
の
人
へ
還
元
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
税
金
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら

サ
ー
ビ
ス
は
受
け
て
当
然
と
い
う
声

も
耳
に
し
ま
す
が
、そ
の
気
持
ち
を

感
謝
の
気
持
ち
に
切
り
変
え
る
こ
と

で
、税
金
は
更
に
有
効
に
生
か
さ
れ

て
い
く
の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
父

が
教
え
て
く
れ
た
納
税
者
へ
の
感
謝

の
心
と
そ
れ
を
大
切
に
工
夫
し
て

使
っ
て
い
く
努
力
の
心
を
、未
来
を
担

う
私
た
ち
が
引
き
継
ぎ
実
践
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

平成26年度「中学生の税についての作文」で、十津川中学校から３人の生徒が入賞しました。

中学生の税の作文「入賞作品の紹介」

十津川村長賞

十津川中学校３年

栗栖　渉さん

吉野税務署管内租税
教育推進協議会長賞

十津川中学校３年

増谷　美穂さん

奈良県知事賞

十津川中学校３年

玉津　昂人さん
くりす わたる ますたに みほ たまつ たかと
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私
た
ち
の
た
め
の
税
金

増
谷
　
美
穂

　
私
は
驚
い
た
。
税
金
の
お
か
げ
で

生
活
で
き
て
い
る
と
い
う
事
に
。

　
こ
の
作
文
を
書
く
ま
で
、税
に
興

味
を
持
っ
た
事
が
無
か
っ
た
。
政
治

家
が
関
係
し
て
い
る
の
か
、堅
苦
し

い
、大
人
、と
い
う
よ
う
な
嫌
な
イ

メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
税
は
め
ん
ど
う

く
さ
そ
う
だ
と
思
っ
て
い
た
。
税
に

つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
私
は
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
た
。
す
る

と
、今
ま
で
持
っ
て
い
た
嫌
な
イ
メ
ー

ジ
が
消
え
去
り
、「
税
っ
て
す
ご
い
な
」

と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　
税
は
、警
察
・
消
防
・
道
路
の
整
備
・

年
金
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
私
た
ち
に
関

係
す
る
事
で
、生
活
す
る
た
め
に
は

欠
か
せ
な
い
。
そ
の
中
で
、一
番
興
味

を
持
っ
た
事
。
そ
れ
は
、水
道
の
整
備

で
あ
る
。
私
が
住
ん
で
い
る
大
字
山

崎
で
は
、水
源
地
か
ら
山
水
を
ひ
い

て
生
活
し
て
い
た
。
だ
が
、水
害
で

水
源
地
が
崩
れ
、水
道
か
ら
、水
が
出

て
こ
な
く
な
っ
た
。
水
が
無
い
生
活

は
と
て
も
し
ん
ど
か
っ
た
。
毎
日
、母

と
一
緒
に
道
路
沿
い
の
湧
き
水
を
く

み
に
行
っ
た
。
冬
は
手
が
凍
る
か
と

思
っ
た
。
歯
み
が
き
、食
器
洗
い
、洗

濯
、ト
イ
レ
、お
風
呂
。
水
を
使
う
事

ば
か
り
で
、大
変
だ
っ
た
。
工
夫
し
て

我
慢
し
て
、何
と
か
生
活
し
て
い
た
。

本
当
に
頑
張
っ
た
。
よ
う
や
く
簡
易

水
道
の
お
か
げ
で
、水
が
出
た
。
五

か
月
後
だ
っ
た
。
今
、普
通
に
水
を

使
え
て
い
る
の
は
、簡
易
水
道
の
お

か
げ
、税
金
の
お
か
げ
で
あ
る
。
税

金
が
無
け
れ
ば
、今
も
あ
の
生
活
を

送
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う

思
う
と
感
謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
。

　
今
、広
島
は
、土
砂
災
害
で
多
く
の

被
害
を
受
け
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ス
や

新
聞
で
広
島
を
見
て
、泣
き
そ
う
に

な
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
亡
く
な
っ

て
し
ま
い
、悲
し
い
。
本
当
に
悲
し

い
。
私
が
災
害
時
の
苦
し
い
生
活
か

ら
抜
け
出
せ
た
の
は
、い
ろ
い
ろ
な

支
援
、応
援
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
税

も
そ
の
内
の
一
つ
だ
。
税
を
支
払
う

と
何
ら
か
の
形
で
自
分
や
困
っ
て
い

る
人
の
支
え
と
な
り
戻
っ
て
く
る
。

広
島
も
早
く
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　
税
の
事
を
難
し
く
思
っ
て
い
た
が
、

身
近
な
も
の
だ
っ
た
。
私
た
ち
の
生

活
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
っ

た
。
こ
ん
な
に
重
要
な
役
割
を
し
て

い
た
な
ん
て
、思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

お
金
を
払
わ
な
く
て
は…

と
買
い
物

を
す
る
度
、思
っ
て
い
た
が
、今
度
か

ら
は
少
し
違
う
気
持
ち
で
買
い
物
が

で
き
そ
う
だ
。

税
金
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
栗
栖
　
　
渉

　
僕
は「
税
金
」に
つ
い
て
、今
ま
で
特

に
深
く
考
え
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
番
身
近
な
税
金
は
、や
は
り

消
費
税
だ
と
思
い
ま
す
。

　
税
金
を
辞
書
で
ひ
い
て
み
る
事
に

し
ま
し
た
。
国
ま
た
は
地
方
自
治
体

に
租
税
と
し
て
納
付
す
る
金
銭
。
と

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
口
で
は
簡
単

に
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
言
え
ま
す
が
、考
え
る
と
、と
て
も

大
変
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な

人
に
も
税
金
を
納
め
る
事
は
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、中
に
は
無
責

任
な
人
達
も
い
て
、税
金
な
ど
納
め

な
く
て
は
い
け
な
い
お
金
を
未
納
・

滞
納
し
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を

聞
い
た
事
が
あ
り
ま
す
。
本
当
に
生

活
が
苦
し
い
人
が
納
め
た
く
て
も
納

め
ら
れ
な
い
と
い
う
の
な
ら
、ま
だ
、

わ
か
り
ま
す
が
、個
人
の
勝
手
な
理

由
、わ
が
ま
ま
、気
ま
ま
な
理
由
で
あ

た
り
ま
え
の
義
務
を
果
た
さ
な
い
人

も
い
ま
す
。
き
っ
と
、そ
ん
な
人
は
、

税
金
を
納
め
な
く
て
も
平
気
な
ん
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
も
し
か
す
る

と
、全
然
、気
に
し
て
な
ん
か
い
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
国
民
一
人
、一
人
が
汗
を
流
し
な
が

ら
仕
事
を
し
、一
生
懸
命
、働
き
ま
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
、税
金
を
納
め
ま

す
。
国
民
一
人
、一
人
が
納
め
た
税
金

は
、い
ろ
ん
な
使
い
み
ち
が
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
僕
達
が
安
心
な
暮
ら

し
が
出
来
る
よ
う
に
、僕
達
子
供
の
未

来
の
た
め
に
役
立
っ
て
い
た
り
、苦
し

ん
で
い
る
人
の
生
活
を
守
っ
て
く
れ
た

り
、そ
の
他
、色
々
と
人
々
の
助
け
に

な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
僕
は
、大
人
に
な
っ
た
時
、自
分
の

責
任
と
し
て
果
た
さ
な
く
て
は
い
け

な
い
義
務
を
、き
ち
ん
と
果
た
す
事

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
強
く

心
に
思
い
ま
す
。
あ
た
り
ま
え
の
義

務
を
果
た
さ
な
い
、い
い
加
減
な
大

人
に
だ
け
は
、な
り
た
く
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
一
人
、一
人
の
小
さ
な
思
い

が
一つ
に
な
っ
て
、大
勢
の
人
を
助
け

ら
れ
る
と
僕
は
信
じ
て
い
ま
す
。



　　　　　　　　－　庁　　外　－
衛生センター　 63-0391
小原診療所　　 63-0040
歴史民俗資料館 62-0137

し尿処理場　 63-0291
上野地診療所 68-0207
体育文化センター 63-0067

観光協会　　　 63-0200
泉湯　　　　　 62-0090
温泉プール　　 64-0762
北部保健センター 68-0017
十津川警察庁舎 63-0110

道の駅十津川郷 63-0003
庵の湯　　　　 64-1100
社会福祉協議会 64-0666
商工会　　　　62-0132
五條消防大塔分署 0747-36-0317

　  －　役場以外　－
森林館(古ル野) 62-0567
滝の湯　　　　62-0400
高森の郷　　　64-1800
森林組合　　　64-0301
五條消防十津川分署 64-1190

小原診療所　☎ 0746（63）0040

小原診療所
１
1
２
2

月
月
月
月

日
日
日
日

（土）
（土）
（土）
（土）

17
31
7
21

第３週
第５週
第１週
第３週

受付(小原8:30 ～ 11:15 ／上野地13:30 ～ 15:30)

■　土曜診療日受付8:30 ～ 11:15

■　整形外科診療日

診療時間(神納川･東中14:30 ～ 15:30)
診療時間(玉垣内14:00 ～ 15:30)

■　出張診療

月　日 診療所
1
2
2
2

月
月
月
月

日
日
日
日

22
5
5
19

小 原 診 療 所
小 原 診 療 所
上野地診療所
小 原 診 療 所

午前
午前
午後
午前

（木）
（木）
（木）
（木）

場　所 期　日

（火）242/（木）122/（火）201/

（火）32/（火）271/（木）151/

（木）262/（火）102/（木）291/

神納川地区
生活改善センター
東中公民館
玉垣内集会所

住民課 ☎0746（62）0900

大淀労働基準監督署 ☎0747(52)0261

建設課 ☎0746(62)0905・
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養蜂は飼育届が必要です。1月30日〆切 診療所からお知らせ

木造住宅の無料耐震診断。お申し込みは下記まで！

役場の人事異動をお知らせします

　以上の条件を満たしていれば、耐震診断の申請が
できます。募集件数（３件）に達し次第締め切りとな
りますので、お早目にお申し込みください。
　耐震診断は無料で、県が登録している専門家が目
視で行います。

　蜜蜂を飼育している人、または、
年内に蜜蜂を飼育する予定のある
人は、「養蜂飼育届」が必要です。（農
作物などの花粉受精のために一時
的に蜜蜂を飼育する人は不要です）
　飼育届の提出は、１月３０日（金）ま
でです。詳しくは、下記までお問い
合わせください。

○新規採用
　▶岩本　壮輔・福祉事務所主事

2015年農林業センサスにご協力をお願いします

　２月１日現在で、全国一斉に“農林業の国勢調査”と
いわれる「2015年農林業センサス」が実施されます。
　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるため
に５年ごとに実施される大切な調査です。
　農林業を営んでいるみなさんのところに、１月中
旬から調査員が訪問します。調査票に農林業の経営
状況などの記入をお願いしますので、ご協力をお願
いします。

奈良県統計功労者表彰に栃谷すず子さん

奈良県特定最低賃金が改定されました！

　１１月１８日、奈良市で奈良県統計功労者表彰式が行
われ、栃谷すず子さん（込之上）が、奈良県統計協会
会長表彰を受賞しました。
　栃谷さんは、多年にわたり統計調査員として尽力さ
れ、これまでの功績が認められ受賞が決定しました。
　今後も統計の普及発展のため、ご活躍を期待いた
します。受賞おめでとうございます。

県畜産課畜産振興係
　　　　　   ☎0742(27)7450

・木造
・村内の現在住んでいる住宅
・階数が２階以下（地階を除く）
・昭和５６年５月３１日以前に着工
・延べ面積が２５０平方㍍以下

地震に備えないと

対象住宅

はん用機械器具、生産用機械
器具、業務用機械器具製造業

電機関係製造業

自動車小売業

木材・木製品・家具・装備品
製造業

８２０円
平成２６年１２月２７日発行

業種 時間額

818円
平成２６年１２月２７日発行

８２０円
平成２６年１２月２７日発行

８16円
日額6,527円

平成元年１月２5日発行

1月1日付
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☎
　 －　役場代表　－
電 話  0746(62)0001
FAX  0746(62)0210
IPﾌｫﾝ  050-5004-6720
　　　050-5004-6721
　　　050-5004-6722

　　－　庁舎２階　－
総務 62-0001
観光 62-0004
農林 62-0005
教育 62-0003・62-0067

　　－　庁舎１階　－
住民 62-0900
財政 62-0903
建設 62-0904・62-0905
福祉 62-0901・62-0902
出納 62-0906

　　－庁舎３階－
議会事務局 62-0002

　－庁舎地下１階－
生活環境　 62-0907
水道　　　 62-0908

平成27年度の村税納期カレンダー
財政課 ☎0746(62)0903

情報広場です

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月

納付書
発送月

6月1日
6月30日
7月31日
8月31日
9月30日
11月2日
11月30日
1月4日
2月1日
2月29日
3月31日

1期または全期前納
２期
３期
４期
５期
６期
７期
８期
９期
10期

1期または全期前納

２期

３期

４期

１期または全期前納

２期

３期

４期

村県民税
（普通徴収）

税目
固定資産税 軽自動車税

全期

国民健康保険税
（普通徴収）

平成27年度から軽自動車税の納期が5月に
変更となりましたのでご注意ください。

財政課 ☎0746(62)0903

４月１日から軽自動車税の税額が、下記のように変更になります。
ご不明な点など、財政課までお問い合わせください。

納期限
または

口座振替日

原動機付自転車(50cc以下）
原動機付自転車(90cc以下）
原動機付自転車(125cc以下）

ミニカー(50cc）
軽自動車2輪（被牽引車除く）
軽自動車2輪（被牽引車）

軽自動車3輪
４輪乗用（営業用）
４輪乗用（自家用）
４輪貨物（営業用）
４輪貨物（自家用）

２輪小型自動車（250cc超）
小型特殊自動車（農耕用）
小型特殊自動車（その他）

車　　種 現行税額
最初の新規検査

年月日
平成27年3月
以前

平成27年4月1日
以降 平成27年3月以前 平成27年4月1日以降

平成27年度
最初の新規検査年月からの経過年数

13年超過

平成28年度以降

13年以下
最初の新規検査年月日

1,000円
1,200円
1,600円
2,500円
2,400円
2,400円
3,100円
5,500円
7,200円
3,000円
4,000円
4,000円
1,600円
4,700円

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
3,600円
3,600円

6,000円
2,400円
5,900円

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
3,600円
3,600円
3,900円
6,900円
10,800円
3,800円
5,000円
6,000円
2,400円
5,900円

3,100円
5,500円
7,200円
3,000円
4,000円

4,600円
8,200円
12,900円
4,500円
6,000円

3,100円
5,500円
7,200円
3,000円
4,000円

3,900円
6,900円
10,800円
3,800円
5,000円

４月１日から軽自動車税の税額が変わります



❶
い
つ
で
も
最
新
の
年
金
記
録
を

確
認
で
き
ま
す
。

　

自
分
の
年
金
に
関
す
る
次
の
情

報
を
確
認
で
き
ま
す
。

・
公
的
年
金
制
度
の
加
入
履
歴

・
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
状
況

・
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
時
の
会

社
名
、標
準
報
酬
月
額
、標
準
賞

与
額

・
船
員
保
険
に
加
入
時
の
船
舶
所

有
者
名
、標
準
報
酬
月
額
、標
準

賞
与
額

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」の
年
金
記

録
情
報
は
毎
月
１
回
更
新
さ
れ

ま
す
。ま
た
、年
金
に
加
入
し
て
い

な
い
期
間
や
標
準
報
酬
月
額
の
大

き
な
変
動
な
ど
、確
認
し
た
い
記

録
が
分
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ
て

い
て
、記
録
の「
も
れ
」や「
誤
り
」

の
発
見
も
容
易
で
す
。

❷
持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
に
つ

い
て
、氏
名
、生
年
月
日
な
ど
で
検

索
で
き
ま
す
。

　

持
ち
主
不
明
の
年
金
記
録
の
中

に
、入
力
し
た
条
件
に
一
致
す
る

記
録
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る

こ
と
が
で
き
る「
持
ち
主
不
明
記

録
検
索
」が
あ
り
ま
す
。氏
名
、生

年
月
日
、性
別
を
入
力
す
れ
ば
記

録
を
探
せ
ま
す
。

❸「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
、ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
た
年
金
見
込

額
の
試
算
が
で
き
ま
す
。

　

自
分
の
人
生
設
計
に
合
わ
せ
た

働
き
方
な
ど
の
条
件
を
設
定
し

て
、年
金
額
を
試
算
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
条

件
で
の
試
算
結
果
を
グ
ラ
フ
な
ど

で
比
較
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

❹「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
、「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」や「
年
金
振
込
通

知
書
」の
内
容
が
確
認
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」を
、電
子

版
と
し
て
画
面
上
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。さ
ら
に
、「
年
金

振
込
通
知
書
」な
ど
の
年
金
の
支

払
い
に
関
す
る
通
知
書
も
画
面
上

で
確
認
で
き
ま
す
。

　

ご
利
用
に
は
、事
前
の
利
用
登

録
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
、日
本

年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w.nenkin.go.jp/n_net/
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▶大和高田年金事務所
　☎0745（22）3531
▶住民課（国民年金窓口）
　☎0746（62）0900

―　お問い合わせ　―

便
利
で
、カ
ン
タ
ン
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

▼
メ
リ
ッ
ト
は
４
つ

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
利
用
す
る
と
、年
金
加
入
者
や
受
給
者
の
方
が
、24
時
間

い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
で
き
ま
す
。

インターネット以外に電話でも確認できます。

「ねんきんダイヤル」

050で始まる電話でおかけになる場合は

受付時間：　

（ナビダイヤル）0570-058-555

（一般電話）03-6700-1144
月～金曜日
第2土曜日

午前9:00～午後7:00
午前9:30～午後5:00

※祝日（第2土曜日を除く）は、ご利用いただけません。
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国保だより

12月は、国保税第８期の納期です。
納期限は、２月2日ですので納期内に忘れずに納めましょう！

保険証や医療に関することは　福祉事務所　☎0746（62）0901
国保税に関することは　　　　財　政　課　☎0746（62）0903

　平成27年1月から、70歳未満の方の高額療養費の自己負担限度額が下記のように変更になります。 
　これにより、今までよりも所得要件が細分化され、みなさまの所得に応じて柔軟な医療費の負担軽減
が行われるようになります。      
　なお、70歳以上の方の自己負担限度額に変更はありません。

※同一医療機関等における自己負担では上限額を超えない場合でも、同じ月の複数の医療機関等における自己負担（70歳未
　満の場合は同一医療機関で同じ月に21，000円以上であることが必要です。）を合算することができます。
※多数回該当とは、過去12ヶ月に、同じ世帯で高額療養費の支給が4回以上あった場合の、4回目から適用される限度額です。

　1ヶ月の医療費の自己負担額が、一定の額（自己負担限度額）を超えて
高額になったとき、高額療養費としてその超えた分が国保から払い戻される制度です。
　自己負担限度額は、70歳未満か70歳～74歳かどうかで異なり、また所得によっても異なります。

高額療養費制度とは・・・

平成27年1月から高額療養費が変わります！

２５２，６００円＋（総医療費－
８４２，０００円）×１％

〈多数回該当：１４０，１００円〉

１６７，４００円＋（総医療費－
５５８，０００円）×１％

〈多数回該当：９３，０００円〉

８０，１００円＋（総医療費－
２６７，０００円）×１％

〈多数回該当：４４，４００円〉

５７，６００円
〈多数回該当：４４，４００円〉

３５，４００円
〈多数回該当：２４，６００円〉

１５０，０００円＋（総医療費－
５００，０００円）×１％

〈多数回該当：８３，４００円〉

Ａ 

上
位
所
得
者

Ｂ 

一
般
所
得
者

Ｃ 
低
所
得
者

８０，１００円＋（総医療費－
２６７，０００円）×１％

〈多数回該当：４４，４００円〉

３５，４００円
〈多数回該当：２４，６００円〉

基礎控除後の所得
９０１万円超

基礎控除後の所得
６００万円超

所得要件

平成２６年１２月まで

７０歳未満の方の自己負担限度額

所得要件自己負担限度額 自己負担限度額

基礎控除後の所得
６００万円以下

ア

イ

ウ

エ

オ

基礎控除後の所得
６００万円超～
９０１万円以下

基礎控除後の所得
２１０万円超～
６００万円以下

基礎控除後の所得
２１０万円以下

住民税非課税住民税非課税

平成２7年１月から
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11
月
28
日
、平
谷
小
学
校
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
で
、乳
幼
児
家
庭
教
育
学
級
を
開

き
ま
し
た
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
戸
の
絆
２
０

０
５
代
表
・
大
濱
義
弘
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、「
災
害
の
際
に
何
が
必
要
か
」と
題
し
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
１
月
17
日
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
経
験
を
も
と
に
、大
濱
さ
ん
は「
地

震
が
発
生
し
た
と
き
、ど
こ
に
逃
げ
る
の
か

を
日
頃
か
ら
お
子
さ
ん
と
話
し
合
う
こ
と
。

そ
う
す
れ
ば
逃
げ
る
こ
と
を
恐
れ
ず
に
、自

分
の
命
を
１
番
に
思
え
る
は
ず
で
す
。
自

分
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
ま
た
、自
助
・
共
助
・
公
助
の
助
け
合

い
が
日
頃
は
１
対
２
対
７
の
割
合
で
す
が
、

災
害
が
発
生
す
る
と
公
助
の
割
合
は
低
く

な
り
、自
助
・
共
助
が
大
切
に
な
り
ま
す
」と

説
明
。

　

最
後
に
、「
十
津
川
村
も
災
害
か
ら
３
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
心
の
ケ
ア
は
、『
頑
張
っ

て
』で
は
な
く『
辛
か
っ
た
よ
ね
、怖
か
っ
た

よ
ね
』と
お
互
い
寄
り
添
う
こ
と
が
大
切
で

す
」と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

突
然
の
大
地
震
、そ
の
と
き
ど
う
す
る
？

震
災
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
、十
津
川
中
学
校
で
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

の
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

の
亀
山
つ
と
む
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
私
の
野
球
人

生
」と
題
し
て
講
演
と
実
技
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
、「
頑
張
れ
ば
可
能
性
は
０
．
０
１
で

も
開
け
る
。
諦
め
れ
ば
ゼ
ロ
に
な
る
。
何
を
す
る
に

も
良
い
準
備
が
必
要
。
気
持
ち
に
自
信
を
持
つ
た
め

に
練
習
す
る
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、指
導
者
に
は「
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
は
根

気
が
必
要
。
正
面
か
ら
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
色
々
な
角

度
か
ら
接
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ

ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、グ
ロ
ー
ブ
の
使
い
方
や
足
の
動
か
し

方
な
ど
実
技
指
導
も
行
わ
れ
、参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
思
い
出
に
残
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
だ
よ
り

第
79
号

参加した保護者に大震災の
経験を基に「日頃から災害への
備えが大切」と語る大濱さん

講師で元プロ野球阪神タイガースの亀山さんを囲んで記念撮影

元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
選
手
の

亀
山
さ
ん
が
来
た
！

　

11
月
18
日
、十
津
川
高
校
で
十
津
川
中
学
校

と
十
津
川
高
校
合
同
の「
中
高
合
同
総
合
発
表

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

十
津
川
村
に
暮
ら
す
若
者
と
し
て
、風
土
が

も
つ
特
徴
や
成
果
を
見
つ
め
、そ
こ
か
ら
学
ぶ
も

の
を
共
有
し
ま
し
た
。

中高合同総合発表
会

が行われました！



■■■■■ 村
の
方
言
な
〜
ん
だ

う
さ
ぎ
の
お
い
し
さ
ん
で
す
。

今
月
の
出
題
は
こ
れ
じ
ゃ
♪

第
１
問　

こ
の
は
が
え
り

例　

樹
の
上
に
こ
の
は
が
え
り

第
２
問　

こ
ご
お
り

例　

鍋
に
こ
ご
お
り

第
３
問　

こ
ご
な
る

例　

腰
が
こ
ご
な
る

第
４
問　

こ
じ
め
る

例　

部
屋
を
こ
じ
め
る

第
５
問　

ご
そ
は
ら

例　

ご
そ
は
ら
を
歩
く

●
12
月
号
の
答
え
合
わ
せ

【
雷
蝶
々
】ア
ゲ
ハ
蝶

【
烏
止
ま
り
】樹
木
の
頂
上

【
か
ん
か
ら
帽
子
】麦
わ
ら
帽
子

【
間
鉄
器
】し
ち
り
ん

【
転
玉
湯
】熱
湯

おくやみおくやみ

おめでたおめでた
中嶋　乃絵 　　11月27日
父：乾二　母：洋子　　（上野地）

（の　え） 　女

大谷　優脩 　　12月22日
父：芳史　母：淳子　　（重　里）

（ゆうな） 　女

（敬称略）善意銀行善意銀行
・今中　　勉　・太田　一男
・玉置　倬生

西嶋　　勉
松本　賢治
中元　照夫
羽根　晴幹
増田　ヨツ
玉置巳季子
大野　　子

80
76
80
78
90
97
90

2
3
7
7
15
21
28

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

12月
12月
12月
12月
12月
12月
12月

日
日
日
日
日
日
日

（神　下）
（猿　飼）
（谷垣内）
（小　原）
（猿　飼）
（竹　筒）
（湯之原）

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
！

十津川高校だより

（敬称略）

い
く
つ
答
え
ら
れ
る
か
な
ぁ

ウ
サ
サ
サ
サ
サ
サ
サ（
笑
）

紙
面
に
飛
び
出
し
た
お
い
し

さ
ん
も
探
し
て
ね
。

○
お
知
ら
せ

　

十
津
川
高
校
・
文
武
館
創
立
１
５
０
周

年
を
機
に
作
成
し
ま
し
た
記
念
誌
と
十
津

川
産
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
た
ま
な
板
を
そ
れ
ぞ

れ
２
千
円
で
販
売
中
！

　

購
入
希
望
の
方
は
十
津
川
高
校
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

☎
０
７
４
６
（
64
）
０
２
４
１

○クリスマス保育所訪問
　12月17日と19日、村内の保育所に
生徒会役員やボランティアクラブ、また
有志の生徒が恒例のクリスマス訪問を
行いました。生徒たちは妖怪体操を園
児と一緒に踊ったりパズルをプレゼン
トしたり、園児たちと楽しい時間を過ご
しました。

スポーツの結果

人のうごき
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　11月28日、昴の郷多目的広場で村
長杯グラウンドゴルフ大会が行われ
ました。
　　優勝 : 二村区第一チーム
　　２位 : 西川区第二チーム
　　３位 : 東　区第二チーム

-ホールインワン賞(敬称略)-
中平キミ子(滝川)、前岡雅子(上湯川)
大谷實枝子(小山手)、原田元作(西中)
花谷元成(折立)

　12月7日、和歌山県那智勝
浦町体育文化会館で行われた
第54回紀南剣道優勝大会で、
南十津川少年剣道クラブが、中
学生団体の部で優勝しました。
　おめでとうございます！

-　メンバー(敬称略 )　-
千葉　輝斗、玉置　泰康
玉津　昂人、乾　琳太郎
政本亜沙斗、田垣　元頼

　12月21日、三重県紀宝町民
体育会館で行われた第47回紀
南剣道大会で、南十津川少年剣
道クラブが、中学生団体の部で
優勝しました。
　おめでとうございます！

-　メンバー(敬称略 )　-
千葉　輝斗、玉置　泰康
玉津　昂人、乾　琳太郎
政本亜沙斗、田垣　元頼

優勝杯を受ける二村第一チーム

保育所を訪問し園児にパズルをプレゼント

十津川分署は開署３周年

　十津川分署は、11月28日に開署３
周年を迎えました。これからも安心安
全の提供のため、21名の職員が心を一
つに努力してまいります。

-　お知らせ　‒
　十津川分署は、救急隊の技術向上のた
め、１月から小原診療所に救急隊員と救
急車を派遣し、病院研修を行います。

く
ら
た
ま 

ゆ



集落の絶景

発
行
編
集・お

問
い
合
わ
せ
先：十

津
川
村
総
務
課

〒
637-1333 奈

良
県
吉
野
郡
十
津
川
村
小
原
225-1

2015（
H
27）年

1月
１
日・640号

  「
心
身
再
生
の
郷
」 

村
報
と
つ
か
わ
 

　皆さま、明けましておめでとうござ
います。昨年は多くの皆さまに支えら
れ、無事に１年を過ごすことができま
した。心より感謝いたします。この１年
はたくさんの新しい発見と感動の連
続でした。今年はもっとたくさん十津
川村の魅力を見つけ、伝え、新たな魅
力も生み出していけたらと思います。
　大好きなめはり寿司は、美味しい
と言っていただけるのが嬉しくて、た
くさん作るうちに自分でも上手く作れ
るようになってきました。初めての経
験はまだまだ続きそうです。皆さん
も、風邪など体調にはお気を付けく
ださいね。2015年もどうぞよろしくお
願いします。

（地域おこし協力隊・西川）

　新年おめでとうございます。私は昨
年5月に、東京から十津川村にやって
きました。現在、武蔵にある宿泊施設
「大森の郷」の管理・運営に携わってい
ます。武蔵を始め村の皆様のお世話に
なりながら、おいしい野菜ときれいな
空気のお陰で元気に毎日を過ごせて
います。「大森の郷」では、武蔵のみな
らず村内の皆様に、お客様が参加でき
る体験メニューを作って頂くなどご協
力頂いています。今後も皆様の力をお
借りしながら「楽しめる十津川」をPRし
たいと思っています。
　外から来た者だからこそ感じる十津川
の魅力を多くの人に知ってもらえる活動
をしていく予定です。どうぞよろしくお願
いします。 （ふるさと復興協力隊・三輪）

●世帯数　1,853世帯（-３世帯）

●人　口　3,672人（-2人）

【平成27年1月１日現在  （　）は前月比】

男性  1,827人（＋２人）
女性  1,845人（－４人）

にほんの里100選

使い切らない 空にしない 切らさない　１週間分の備蓄を日常に

大字出谷、松柱の天上山から
朝日を待つ。

提供：温井利一さん（小原）

毎月第3水曜日に開催!
北本弁護士による
-　無料法律相談　-

　 毎月第３水曜日
　　 14時～16時
　 役場第１会議室
　 （場所が変更される場合があります）
※毎月２人まで相談可。
　（前日までに電話予約が必要です）
　 ☎0747(22)8005
　　 五條本町法律事務所
　　　　　　北本弁護士まで

みなさまの
ご相談を
お待ちしています

源泉かけ流し

温泉感謝祭
源泉かけ流し

温泉感謝祭

十津川温泉郷「源泉かけ流し宣言」10周年記念
源泉かけ流し

温泉感謝祭

十津川温泉郷「源泉かけ流し宣言」10周年記念

2月１日～28日２０１５年

温泉無料券配布!
開催期間 (日) (土)2月１日～28日２０１５年

温泉無料券配布!
開催期間 (日) (土)

ほんものの温泉に、
来てくれぇらよ～！

源泉かけ流し

温泉感謝祭

協力隊のコラム
協力隊のコラム
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